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支
笏
湖
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク

～
支
笏
湖
の
美
し
い
自
然
環
境
を
後
世
に
つ
な
げ
る
よ
う
～

一般社団法人 
国立公園 支笏湖運営協議会 
専務理事

白
しらいし

石　一
かずひと

人 さん

支
笏
湖
の
環
境
を
守
る
た
め
、
地
域
で
は
動
力

船
の
乗
り
入
れ
規
制
や
支
笏
湖
ル
ー
ル
の
策

定
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
３
月
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
登
録
に

伴
い
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
支
笏

湖
な
ら
で
は
の
脱
炭
素
や
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
に
関
係
す
る
取
り
組
み
の
指
針
で
あ
る
《
支
笏
湖

ス
タ
イ
ル
》
の
構
築
に
向
け
、
協
議
会
を
中
心
に
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
は
、
事
業
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
運
用
方
法
、
管
理
方
法
の
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
ご
み
拾
い
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
電
動
自
転
車
の
貸
し

出
し
、
氷
濤
ま
つ
り
で
の
間
伐
材
の
活
用
な
ど
、
持

続
可
能
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
実
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
住
民
や
事
業
者
各
々
、
皆
が
参
加

で
き
る
持
続
可
能
な
活
動
を
次
世
代
へ
伝
え
る
基
盤

を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
支
笏
湖
の
素
晴
ら
し
い
環

境
を
さ
ら
に
磨
き
あ
げ
る
こ
と
に
加
え
、
環
境
維
持

や
改
善
等
に
つ
な
が
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
に

よ
り
支
笏
湖
を
訪
れ
た
方
の
環
境
意
識
を
高
め
る
こ

と
で
、
次
の
100
年
後
も
楽
し
め
る
環
境
と
共
生
す
る

観
光
地
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

支
笏
湖
の
美
し
い
自
然
環
境
は
、
地
域
の
住
民
や
事
業

　

支
笏
湖
の
美
し
い
自
然
環
境
は
、
地
域
の
住
民
や
事
業

者
、
環
境
省
、
市
に
よ
る
取
り
組
み
に
よ
っ
て
長
年
守
ら

者
、
環
境
省
、
市
に
よ
る
取
り
組
み
に
よ
っ
て
長
年
守
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
み
ら
れ

　

こ
う
し
た
中
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
み
ら
れ

る
自
然
災
害
が
国
内
外
で
頻
発
し
、
今
後
、
そ
の
リ
ス
ク

る
自
然
災
害
が
国
内
外
で
頻
発
し
、
今
後
、
そ
の
リ
ス
ク

が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
地
球
温
暖

が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
地
球
温
暖

化
対
策
は
世
界
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

化
対
策
は
世
界
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
２
０
５
０
年
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取

　

市
は
、
２
０
５
０
年
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
支
笏
湖
の
美
し
い
自
然
環
境
を

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
支
笏
湖
の
美
し
い
自
然
環
境
を

後
世
に
つ
な
げ
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

後
世
に
つ
な
げ
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

や
環
境
に
配
慮
し
た
体
験
活
動
の
推
進
、
支
笏
湖
版
脱
炭

や
環
境
に
配
慮
し
た
体
験
活
動
の
推
進
、
支
笏
湖
版
脱
炭

素
シ
ナ
リ
オ
《
支
笏
湖
ス
タ
イ
ル
》
の
構
築
・
展
開
な
ど
、

素
シ
ナ
リ
オ
《
支
笏
湖
ス
タ
イ
ル
》
の
構
築
・
展
開
な
ど
、

支
笏
湖
な
ら
で
は
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
と
し
て
の
取

支
笏
湖
な
ら
で
は
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
と
し
て
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
は
、令
和
４
年
２
月
７
日
、２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
千
歳
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

市
は
、令
和
４
年
２
月
７
日
、２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
千
歳
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
を
表
明
し
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
で
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
に
お
け
る
脱
炭
素
化
（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）
の

宣
言
」
を
表
明
し
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
で
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
に
お
け
る
脱
炭
素
化
（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）
の

推
進
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、同
年
３
月

推
進
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、同
年
３
月
2929
日
、全
国
６
番
目
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
と
し
て
環
境
省
に
よ
り
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

日
、全
国
６
番
目
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
と
し
て
環
境
省
に
よ
り
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

ゼロカーボンパークとはゼロカーボンパークとは
　環境省では、国立公園において先行して脱炭素化に取り組むエリアを「ゼロカーボンパーク」　環境省では、国立公園において先行して脱炭素化に取り組むエリアを「ゼロカーボンパーク」
として推進しています。として推進しています。
　国立公園における電気自動車などの活用、国立公園に立地する利用施設における再生可能　国立公園における電気自動車などの活用、国立公園に立地する利用施設における再生可能
エネルギーの活用、地産地消などの取り組みを進めることで、国立公園の脱炭素化を目指すエネルギーの活用、地産地消などの取り組みを進めることで、国立公園の脱炭素化を目指す
とともに、脱プラスチックも含めて持続可能な観光地づくりを実現していくエリアです。とともに、脱プラスチックも含めて持続可能な観光地づくりを実現していくエリアです。

　

支
笏
湖
は
、
透
明
度
が
高
く
、
日
本
の
湖
沼

　

支
笏
湖
は
、
透
明
度
が
高
く
、
日
本
の
湖
沼

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
質
を
誇
り
ま
す
。

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
質
を
誇
り
ま
す
。

　

こ
の
理
由
と
し
て
は
、
水
深
が

　

こ
の
理
由
と
し
て
は
、
水
深
が
360360
ｍ
の
カ
ル

ｍ
の
カ
ル

デ
ラ
湖
で
あ
り
、
湖
岸
を
森
林
が
囲
み
、
流
入

デ
ラ
湖
で
あ
り
、
湖
岸
を
森
林
が
囲
み
、
流
入

す
る
河
川
や
土
砂
が
少
な
い
こ
と
、
こ
の
た
め

す
る
河
川
や
土
砂
が
少
な
い
こ
と
、
こ
の
た
め

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
が
少
な
い
貧
栄
養
湖
で

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
が
少
な
い
貧
栄
養
湖
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
条
件
以
外
に
も
、
平
成

　

こ
う
し
た
自
然
条
件
以
外
に
も
、
平
成
1818
年年

に
は
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
ボ
ー
ト
の
乗
り
入
れ
規

に
は
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
ボ
ー
ト
の
乗
り
入
れ
規

制
、
令
和
４
年
に
は
、
支
笏
湖
の
大
自
然
を
安

制
、
令
和
４
年
に
は
、
支
笏
湖
の
大
自
然
を
安

全
に
楽
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
《
支

全
に
楽
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
《
支

笏
湖
ル
ー
ル
》
を
策
定
す
る
な
ど
、
地
域
住
民

笏
湖
ル
ー
ル
》
を
策
定
す
る
な
ど
、
地
域
住
民

や
事
業
者
、
環
境
省
、
市
が
連
携
し
て
支
笏
湖

や
事
業
者
、
環
境
省
、
市
が
連
携
し
て
支
笏
湖

の
水
や
自
然
を
守
っ
て
い
ま
す
。

の
水
や
自
然
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

支
笏
湖
地
区
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
こ
の

　

支
笏
湖
地
区
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
こ
の

よ
う
な
環
境
保
全
活
動
と
、
自
然
に
調
和
し
た

よ
う
な
環
境
保
全
活
動
と
、
自
然
に
調
和
し
た

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
（
体
験
活
動
）
や
氷
濤
ま

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
（
体
験
活
動
）
や
氷
濤
ま

つ
り
な
ど
、《
環
境
と
観
光
が
共
生
し
た
取
り

つ
り
な
ど
、《
環
境
と
観
光
が
共
生
し
た
取
り

組
み
》
を
続
け
て
い
ま
す
。

組
み
》
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、《
支
笏
湖
地
区
の
電
力
》
は
、
お
も

　

ま
た
、《
支
笏
湖
地
区
の
電
力
》
は
、
お
も

に
水
力
発
電
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
全
国
の

に
水
力
発
電
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
全
国
の

国
立
公
園
で
も
希
少
な
電
力
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
地

国
立
公
園
で
も
希
少
な
電
力
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
地

域
で
す
。

域
で
す
。

登
録
の
経
緯

《
支
笏
湖
地
区
の
電
力
》

《
支
笏
湖
地
区
の
電
力
》

～
　
今
後
に
向
け
て
　
～

～
　
今
後
に
向
け
て
　
～

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用　
　

　

水
力
発
電
の
電
力
を
活
用
し
た
電
動
自
転
車
と
カ
ヌ
ー

に
よ
り
、
支
笏
湖
か
ら
新
千
歳
空
港
ま
で
移
動
す
る
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
二
次
交
通
の
脱
炭
素
化

　

国
立
公
園
内
に
あ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
電
動
自
転

車
の
貸
し
出
し
や
Ｅ
Ｖ
ス
タ
ン
ド
を
設
置
す
る
な
ど
、
地

域
全
体
で
の
脱
炭
素
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

③
環
境
配
慮
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
推
進

　

カ
ヌ
ー
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
を

行
う
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
観
光
地
づ
く
り

　
「
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
」
の
氷
像
の
骨
組
に
、
国
立
公
園

内
の
間
伐
材
を
活
用
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
と
し
て
支
笏
湖
地
区
の
特
性
を

踏
ま
え
た
支
笏
湖
版
脱
炭
素
シ
ナ
リ
オ
と
な
る
「
支
笏
湖

ス
タ
イ
ル
」
の
構
築
に
向
け
た
基
準
作
り
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
地
域
主
導
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

《
環
境
と
観
光
が
共
生
し
た
取
り
組
み
》

《
環
境
と
観
光
が
共
生
し
た
取
り
組
み
》

　

王
子
製
紙
千
歳
第
一
発
電
所
は
、
水
明
郷
に
位
置
す
る

水
力
発
電
所
で
す
。
苫
小
牧
の
製
紙
工
場
の
電
力
供
給
を

目
的
と
し
て
明
治
43
年
か
ら
発
電
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
現
役
の
産
業
用
発
電
所
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ
り
、

平
成
19
年
度
に
は
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
と
経
済
産
業

省
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発
電
さ
れ
た
電
力
の
一
部
は
支
笏
湖
地
域
に
送
電
さ
れ
、

地
域
生
活
を
支
え
て
い
る
ほ
か
、
平
成
30
年
の
胆
振
東
部

地
震
で
は
、
全
道
で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
な
る
中
、
支
笏

湖
地
区
は
水
力
発
電
に
よ
り
多

く
の
世
帯
が
停
電
を
免
れ
て
お

り
、
災
害
へ
の
対
応
力
強
化
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
明
治
か
ら
続

く
水
力
発
電
が
、
現
在
、
支
笏

湖
地
区
に
お
け
る
電
力
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
地
域
と
し
て
脱
炭
素

化
の
推
進
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

環
境
課 

主
査
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
担
当
）

 

（24）
０
５
９
０　
▪ＦＡＸ                       

（22）
８
８
５
１

詳 細

環境省 北海道地方環境事務所
支笏洞爺国立公園管理事務所
所長

千
ち だ

田　智
と も き

基 さん

国
立
公
園
の
支
笏
湖
エ
リ
ア
は
１
９
４
９
年
５

月
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
自
然
が
あ

り
の
ま
ま
の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
パ
ー
ク
の
登
録
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

脱
炭
素
化
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
支
笏
湖
版
脱
炭
素

シ
ナ
リ
オ
と
な
る
《
支
笏
湖
ス
タ
イ
ル
》
の
検
討
や
、

事
業
者
に
よ
る
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
が
地
域

全
体
で
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
支
笏
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
公
衆
ト
イ
レ
、
駐
車
場
、
湖
畔
園
地
、
モ
ラ
ッ

プ
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
に
お
い
て
、
脱
炭
素
化
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
な
ど
の
省
エ
ネ
改
修
や
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

充
電
器
の
設
置
な
ど
を
先
行
的
に
進
め
ま
し
た
。
登

録
後
も
支
笏
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
の
設
置
や
、
灯
油
ボ
イ
ラ
ー

の
撤
去
、
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入
に
よ
り
、

年
間
約
１
万
リ
ッ
ト
ル
の
灯
油
の
削
減
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
100
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｖ
充
電
器
を
支
笏
湖
温
泉
に
３
基
、
モ

ラ
ッ
プ
に
１
基
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
環
境
省
の
取
り
組
み
が
、
千
歳
市
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
ひ
と
つ
の
象
徴
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

①①

②②

③③

④④

②②


